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西宮浜のひとびと（23）　
い
る
か
幼
稚
園
の
卒
園
生
で
現

在
、
教
諭
の
虎
谷
多
恵
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

★
幼
稚
園
時
代
の
思
い
出
は
？

　
お
泊
り
保
育
で
ご
飯
を
食
べ
る

の
が
遅
く
不
安
に
な
っ
て
い
た
時
、

最
後
ま
で
先
生
が
一
緒
に
い
て
く

れ
て
心
強
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

★
今
の
職
業
を
目
指
し
た
き
っ
か

け
は
？

　
高
校
在
学
中
の
職
業
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
い
る
か
幼
稚
園
に
戻
っ
て

き
た
時
、
園
児
時
代
に
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
か
ら
当
時
の
話
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。

　
先
生
の
言
葉
に
感
動
し
、
毎
日

楽
し
く
過
ご
せ
た
の
は
先
生
方
の

お
か
げ
だ
っ
た
と
感
謝
の
気
持
ち

が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
分
も
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
仕
事
の
や
り
が
い
は
？
　

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
近
く
で

感
じ
ら
れ
る
こ
と
や
、
で
き
る
こ

と
が
増
え
る
喜
び
の
瞬
間
に
立
ち

会
え
る
こ
と
で
す
。

　
一
人
一
人
違
う
園
児
に
合
っ
た

関
わ
り
方
を
探
る
こ
と
に
も
、
大

き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

★
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
子
ど
も
た
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
、
自
信
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
接
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
先
生
を
よ
く
見
て
い
る
の

で
、
自
分
自
身
に
余
裕
が
な
い
と

き
も
子
ど
も
た
ち
に
不
安
を
与
え

な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

★
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
そ
の
ま
ま
で
い
い
。
み
ん
な
に

は
そ
れ
ぞ
れ
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
幼
稚
園
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

【
編
集
後
記
】

　
幼
少
期
の
原
体
験
が
人
生
に
大

き
く
影
響
す
る
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
同
時
に
社
会
人
と
し
て
、

親
と
し
て
、
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
に
良
い
影
響
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
で
す
。

�

（
取
材
：
港
の
ま
ち 

五
味
岡
龍
）

虎
谷
　多
恵
さ
ん

�

学
校
法
人
阪
急
学
園

　
　
　認
定
こ
ど
も
園

�

い
る
か
幼
稚
園
教
諭

成
長
の
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
喜
び
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　「
た
の
し
み
や
　
に
し
の
み
や

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
４
月
６
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー

ツ
・
食
・
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
ス
ト
ア
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
西
宮
浜
観
光
社
も
「
桜
の
ス
マ

ホ
写
真
展
」
を
開
催
し
、
西
宮
浜

の
住
民
が
撮
影
し
た
美
し
い
桜
並

木
の
写
真
を
公
園
セ
ン
タ
ー
に
展

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
宮
浜
在

住
の
バ
リ
ス
タ
４
人
に
よ
る
コ
ー

ヒ
ー
チ
ー
ム
「origin

」
も
出
店
。

来
場
者
は
ひ
き
立
て
コ
ー
ヒ
ー
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で

き
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　「
第
２
回
う
た
ご
え
喫
茶
」
が
４

月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

12
月
の
第
１
回
が
好
評
で
、
開
演

10
分
前
に
は
す
で
に
た
く
さ
ん
の

人
で
、
40
人
の
参
加
者
の
半
数
は

前
回
に
続
い
て
の
参
加
で
し
た
。

　
指
導
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
く
す
く

あ
い
ね
の
青
木
好
美
代
表
。
ピ
ア

ノ
演
奏
と
と
も
に
す
て
き
な
歌
声

で
私
た
ち
を
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
の
懐
か
し
い
曲
に
合
わ
せ

て
手
拍
子
し
た
り
、
小
物
を
使
っ

て
遊
び
な
が
ら
の
１
時
間
半
。
部

屋
中
に
明
る
い
歌
声
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。「
高
い
声
の
素

晴
ら
し
さ
に
加
え
、
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
で
ジ
ョ
ー
ク
交
じ
り
の
解

説
も
あ
り
、
音
楽
の
世
界
の
幅
広

さ
に
感
銘
を
受
け
た
」
と
参
加
者

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　
満
開
の
サ
ク
ラ
を
求
め
て
、
４

月
７
日
は
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
飲
食
ブ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
な
ど
、
来
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
杜
の
ま
ち
と
桜
の
ま
ち
の
南
側

の
道
は
「
ア
ー
ト
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
名
称
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、

北
側
歩
道
は
一
般
的
な
歩
道
の
2

倍
の
幅
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
西

宮
浜
の
住
民
同
士
の
交
流
と
、
西

宮
浜
の
住
民
と
浜
以
外
に
住
む

人
々
と
の
交
流
を
願
い
、ア
ー
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
す
る

場
所
と
し
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
住
民
が
知

る
こ
と
も
な
く
、
街
開
き
以
来
26

年
の
時
を
経
て
、初
め
て
ア
ー
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

西
宮
市
１
０
０
周
年
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、

西
宮
市
１
０
０
周
年
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、

��

西
宮
浜
総
合
公
園
で
開
催

西
宮
浜
総
合
公
園
で
開
催

ア
ー
ト
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ア
ー
ト
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

��

第
８
回
西
宮
浜
さ
く
ら
祭

第
８
回
西
宮
浜
さ
く
ら
祭

は
ま
は
まC

a
fé

C
a
fé

マ
リ
ナ
ふ
ら
っ
と

マ
リ
ナ
ふ
ら
っ
と

��

公
民
館
で
う
た
ご
え
喫
茶
を
開
催

公
民
館
で
う
た
ご
え
喫
茶
を
開
催

アートフリーマーケットを楽し
む皆さん

歌声高らかに

アイスコーヒーください

　初めまして。教育委員会から着任した杉田二郎と申し
ます。15 年前に西宮浜小学校に 1 年間勤務させていた
だきました。このたびの着任にご縁を感じています。懐
かしい校舎、桜並木、広がる海を改めて見ながら 2 週
間がたちました。
　本校の特色である、1 年生から 9 年生の子どもたちの
成長を見守る責任の重さと、うれしさを感じています。
職員の異動もあり、新たな体制で令和 6 年度をスター
トさせました。
　子どもたちを中心にして、保護者や地域、学校職員が
連携して子どもの育ちを促すことができるような学校で
ありたいと考えています。
　本校の校訓「自主」「協働」「創造」は、校歌にも歌わ
れています。それぞれの発達段階に応じてその実現を図
っていきます。ご理解、ご協力をお願いします。

　この度、教頭として異動してきました酒向祐介です。
西宮浜義務教育学校へ来て、最初に好きになったのは校
歌です。先日、３年生が音楽の授業を終えて自分の教室
に帰る道すがら、鼻歌交じりに校歌を歌っていました。「未
来を拓

ひら
く～西宮浜～」。ついつい私も一緒に歌いました。

歌詞の中には「～合う」と「培う」というフレーズが３
回ずつ出てきます。学び合い、認め合い、磨き合うことで、
未来を切り拓く力を培ってほしいとの願いが込められて
います。「培う」という言葉には「時間をかけて育てる」
という意味があるそうです。
　義務教育学校でしか過ごすことのできない９年間は

「笑いあり」「涙あり」のかけがえない時間になると思い
ます。そんな時間を通じて、子どもたちにはじっくりと
未来を切り拓く力をつけていってほしいです。そのため
に精いっぱいがんばっていきます。

職歴―――――――――――――

・西宮浜小学校　　教員	 １年

・教育委員会　　　事務局	 ７年

・東山台小学校　　校長	 ３年

・小松小学校　　　校長	 ２年

・教育委員会学校教育部長	 ２年

職歴―――――――――――――

・平木中学校　　教員	 ２年

・今津中学校　　教員	 ６年

・甲武中学校　　教員	 ８年

・学文中学校　　教員	 ６年

・教育委員会事務局	 ２年

　今年度、新たに杉田二郎校長と酒向祐介教頭が赴任しました。前年度までお世話になった清水孝茂校長
は退職、仁木雄次郎教頭は転任。義務教育学校の教頭は３人体制なので、吉永真由美教頭と豊田三奈教頭
は引き続き在任です。新しい管理職の先生のメッセージを紹介します。

西宮浜義務教育学校　校長・教頭赴任のお知らせ

ラジオ体操の
お知らせ

　今年は7月 21日～27日の朝6時半から、義務教育学校東校舎運動場で
行う予定です（※あらためて、各まちの掲示板にてお知らせします）。
　昨年は、延べ約430人が参加しました。西宮浜在住であれば誰でも参加で
きます。生活リズムを整え、暑さに負けない体づくりのために、皆さんそろっ
てラジオ体操に参加してください！� 西宮浜地区青少年愛護協議会

さぁ夏休みさぁ夏休み♬♬　ラジオ体操で元気にスタートしよう！　ラジオ体操で元気にスタートしよう！

杉田二郎校長 酒向祐介教頭

⑴ ⑷



にしのみやはま にしのみやはま令和 6年 7月 1日 令和 6年 7月 1日第35号第35号

　夏まつり特集はいかがでしたでしょうか？　メン
バー全員で着々と準備を進めています。スタッフとし
て参加すると、近所付き合いのきっかけにもなります。
できる範囲でお手伝いいただけるとうれしいです。皆
さんの思い出に残り、長く引き継がれる、夏まつり、
盆踊りを目指しています。

編集後記

やぐらは牛乳パックで作成。自宅である程度
組み立てて、前日に組み上げました

実行委員会のメンバー。西宮浜マリナ
コミュニティ、コープマリナパーク、西
宮香風高校ボランティア部の皆さんと
西宮市教育委員会の足立年樹さん

応募者多数の場合、希望に沿えないこ
ともあります。

太鼓、垂れ幕、ちょうちんは特別養護老人ホーム
西宮恵泉に借りました。感謝感謝です

フランクフルトも準備万端。
アツアツでうまい！

水でびしょびしょになりながら作ったヨー
ヨー。最後は握力がなくなりました…

手作りのすてきな案内看板
西宮浜のママさんたちの作品

盆踊りの曲目は『ソーラン節』『炭坑節』『河内音頭』『東京音頭』『きよしのズンドコ節』
『みやたん音頭』の6曲。当日までに練習会を数回開催し、何とか振り付けを覚えました

浴衣の子どもには無料券をプレゼント。喜
ぶ子どもたちの姿に、前日の苦労も報われ
ました

輪投げなど、小さな子ども
向けのゲームも盛況

ビールと相性抜群の
タコせん！

アリーナ前の広場も大にぎわい

西宮浜観光社、神戸女学院大
学の皆さんで、まちづくりア
ンケートも実施

カラフルな綿菓子は、アッと
いう間にソールドアウト

盆踊りの合間のステージタイム。
マリーナポエポエのフラダンス

夏まつり 2024 に向けて準備を始めています。

サポーター、出店・出演者募集中 !　みんなでつくる、夏まつり

夏まつり 2024 開催概要

盆踊りの曲目

[ アーカイブ ] 夏まつり 2023
　開催場所の検討と調整、備品の手配、盆踊りの選曲や練習、チラシ作成やボラン
ティアスタッフのお願いなど、昨年は初めての開催で試行錯誤の連続でした。神戸
女学院大学や西宮香風高校のサポートも受け、みんなでワイワイ、ガヤガヤ。来場
者数約 400人！　けがや事故もなく、無事、開催できました。

　昨年、「夏まつり 2023 ～みんなで踊ろう盆踊り」として、西宮マリ
ナパークシティ全体の夏まつりを開催。皆さんから「楽しかった」「来
年も開催してほしい」などのコメントがありました。
今年も、夏の思い出になるような夏まつりを開催します！！

　昨年開催した初めての夏まつりでは、たくさんの皆さんのご協力の下、にぎや
かに開催することができ、感謝しております。ありがとうございました！　今年
は 1月に「夏まつり 2024 実行委員会」を立ち上げ、2カ月に１度の頻度で打ち
合わせを行っています。昨年度の経験を生かして、より盛り上がる夏まつりに向
けて、準備を進めています。

　西宮浜マリナコミュニティでは、地域の皆さんへ情報発信やイベントの企画な
どを通して、西宮浜を盛り上げたいとの思いで活動しています。
� （夏まつり 2024 実行委員長　高橋美代子）

　盆踊り休憩時間のサポートスタッフとしての参加も大歓迎です。またハンドメー
ド雑貨などの販売やステージタイムで楽器演奏やダンスなど、いろいろな楽しみ
方ができるイベントにしたいと考えています。

　右の囲みの内容に興味がある人は、下記まで連絡をお待ちしています！
西宮浜マリナコミュニティ　夏まつり 2024 実行委員会
メールアドレス��miyakkohama@yahoo.co.jp
※知って、学んで、参加する企画や『宮っ子』の取材や編集を一緒に
　活動できる人も募集中。興味がある人は、ぜひご連絡ください。

7月から踊りの練習を始めるので、ふるってご参加ください。
別途、掲示板などでお知らせします。

　作詞・西條八十、作曲・中山晋平。
盆踊りの定番曲として親しまれ、
また東京ヤクルトスワローズや
FC東京の応援歌として使われて
いることでも知られています。

東京音頭 炭坑節 ドラえもん音頭
　福岡県に伝わる民謡。もともと
は炭鉱労働者によって唄われた民
謡『伊田場打撰炭節』が原曲で、「月
が出た出た月が出た、ヨイヨイ」の
一節で知られています。

　作詞・藤子不二雄、作曲・菊池俊輔。
1979年8月発売の『大山のぶ代こ
おろぎ ’73』の両A面シングル（EP）
『ドラえもん音頭/ぼくドラえもん』
に収録、発売されました。

夏まつり2024特集まつり2024特集

目 的：なれ親しんだ西宮浜で老若男女が、盆踊り、
ゲーム、飲食をともにしながら楽しむ

主 催：西宮浜マリナコミュニティ
開催日時： 2024年8月25日（日）13時～16時
開催場所：杜のまち　アリーナ～アリーナ棟前の広場

●設営サポート（準備・片付け）
●屋台サポート
●盆踊りサポート
●各種出店（手作り雑貨、飲食など）
●ステージタイム出演者
　（ダンス、楽器演奏など）

（西宮浜マリナコミュニティ一同）・［編集：木戸］
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　夏まつり特集はいかがでしたでしょうか？　メン
バー全員で着々と準備を進めています。スタッフとし
て参加すると、近所付き合いのきっかけにもなります。
できる範囲でお手伝いいただけるとうれしいです。皆
さんの思い出に残り、長く引き継がれる、夏まつり、
盆踊りを目指しています。

編集後記

やぐらは牛乳パックで作成。自宅である程度
組み立てて、前日に組み上げました

実行委員会のメンバー。西宮浜マリナ
コミュニティ、コープマリナパーク、西
宮香風高校ボランティア部の皆さんと
西宮市教育委員会の足立年樹さん

応募者多数の場合、希望に沿えないこ
ともあります。

太鼓、垂れ幕、ちょうちんは特別養護老人ホーム
西宮恵泉に借りました。感謝感謝です

フランクフルトも準備万端。
アツアツでうまい！

水でびしょびしょになりながら作ったヨー
ヨー。最後は握力がなくなりました…

手作りのすてきな案内看板
西宮浜のママさんたちの作品

盆踊りの曲目は『ソーラン節』『炭坑節』『河内音頭』『東京音頭』『きよしのズンドコ節』
『みやたん音頭』の6曲。当日までに練習会を数回開催し、何とか振り付けを覚えました

浴衣の子どもには無料券をプレゼント。喜
ぶ子どもたちの姿に、前日の苦労も報われ
ました

輪投げなど、小さな子ども
向けのゲームも盛況

ビールと相性抜群の
タコせん！

アリーナ前の広場も大にぎわい

西宮浜観光社、神戸女学院大
学の皆さんで、まちづくりア
ンケートも実施

カラフルな綿菓子は、アッと
いう間にソールドアウト

盆踊りの合間のステージタイム。
マリーナポエポエのフラダンス

夏まつり 2024 に向けて準備を始めています。

サポーター、出店・出演者募集中 !　みんなでつくる、夏まつり

夏まつり 2024 開催概要

盆踊りの曲目

[ アーカイブ ] 夏まつり 2023
　開催場所の検討と調整、備品の手配、盆踊りの選曲や練習、チラシ作成やボラン
ティアスタッフのお願いなど、昨年は初めての開催で試行錯誤の連続でした。神戸
女学院大学や西宮香風高校のサポートも受け、みんなでワイワイ、ガヤガヤ。来場
者数約 400人！　けがや事故もなく、無事、開催できました。

　昨年、「夏まつり 2023 ～みんなで踊ろう盆踊り」として、西宮マリ
ナパークシティ全体の夏まつりを開催。皆さんから「楽しかった」「来
年も開催してほしい」などのコメントがありました。
今年も、夏の思い出になるような夏まつりを開催します！！

　昨年開催した初めての夏まつりでは、たくさんの皆さんのご協力の下、にぎや
かに開催することができ、感謝しております。ありがとうございました！　今年
は 1月に「夏まつり 2024 実行委員会」を立ち上げ、2カ月に１度の頻度で打ち
合わせを行っています。昨年度の経験を生かして、より盛り上がる夏まつりに向
けて、準備を進めています。

　西宮浜マリナコミュニティでは、地域の皆さんへ情報発信やイベントの企画な
どを通して、西宮浜を盛り上げたいとの思いで活動しています。
� （夏まつり 2024 実行委員長　高橋美代子）

　盆踊り休憩時間のサポートスタッフとしての参加も大歓迎です。またハンドメー
ド雑貨などの販売やステージタイムで楽器演奏やダンスなど、いろいろな楽しみ
方ができるイベントにしたいと考えています。

　右の囲みの内容に興味がある人は、下記まで連絡をお待ちしています！
西宮浜マリナコミュニティ　夏まつり 2024 実行委員会
メールアドレス��miyakkohama@yahoo.co.jp
※知って、学んで、参加する企画や『宮っ子』の取材や編集を一緒に
　活動できる人も募集中。興味がある人は、ぜひご連絡ください。

7月から踊りの練習を始めるので、ふるってご参加ください。
別途、掲示板などでお知らせします。

　作詞・西條八十、作曲・中山晋平。
盆踊りの定番曲として親しまれ、
また東京ヤクルトスワローズや
FC東京の応援歌として使われて
いることでも知られています。

東京音頭 炭坑節 ドラえもん音頭
　福岡県に伝わる民謡。もともと
は炭鉱労働者によって唄われた民
謡『伊田場打撰炭節』が原曲で、「月
が出た出た月が出た、ヨイヨイ」の
一節で知られています。

　作詞・藤子不二雄、作曲・菊池俊輔。
1979年8月発売の『大山のぶ代こ
おろぎ ’73』の両A面シングル（EP）
『ドラえもん音頭/ぼくドラえもん』
に収録、発売されました。

夏まつり2024特集まつり2024特集

目 的：なれ親しんだ西宮浜で老若男女が、盆踊り、
ゲーム、飲食をともにしながら楽しむ

主 催：西宮浜マリナコミュニティ
開催日時： 2024年8月25日（日）13時～16時
開催場所：杜のまち　アリーナ～アリーナ棟前の広場

●設営サポート（準備・片付け）
●屋台サポート
●盆踊りサポート
●各種出店（手作り雑貨、飲食など）
●ステージタイム出演者
　（ダンス、楽器演奏など）

（西宮浜マリナコミュニティ一同）・［編集：木戸］
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西宮浜のひとびと（23）　
い
る
か
幼
稚
園
の
卒
園
生
で
現

在
、
教
諭
の
虎
谷
多
恵
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

★
幼
稚
園
時
代
の
思
い
出
は
？

　
お
泊
り
保
育
で
ご
飯
を
食
べ
る

の
が
遅
く
不
安
に
な
っ
て
い
た
時
、

最
後
ま
で
先
生
が
一
緒
に
い
て
く

れ
て
心
強
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

★
今
の
職
業
を
目
指
し
た
き
っ
か

け
は
？

　
高
校
在
学
中
の
職
業
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
い
る
か
幼
稚
園
に
戻
っ
て

き
た
時
、
園
児
時
代
に
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
か
ら
当
時
の
話
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。

　
先
生
の
言
葉
に
感
動
し
、
毎
日

楽
し
く
過
ご
せ
た
の
は
先
生
方
の

お
か
げ
だ
っ
た
と
感
謝
の
気
持
ち

が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
分
も
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
仕
事
の
や
り
が
い
は
？
　

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
近
く
で

感
じ
ら
れ
る
こ
と
や
、
で
き
る
こ

と
が
増
え
る
喜
び
の
瞬
間
に
立
ち

会
え
る
こ
と
で
す
。

　
一
人
一
人
違
う
園
児
に
合
っ
た

関
わ
り
方
を
探
る
こ
と
に
も
、
大

き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

★
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
子
ど
も
た
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
、
自
信
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
接
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
先
生
を
よ
く
見
て
い
る
の

で
、
自
分
自
身
に
余
裕
が
な
い
と

き
も
子
ど
も
た
ち
に
不
安
を
与
え

な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

★
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
そ
の
ま
ま
で
い
い
。
み
ん
な
に

は
そ
れ
ぞ
れ
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
幼
稚
園
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

【
編
集
後
記
】

　
幼
少
期
の
原
体
験
が
人
生
に
大

き
く
影
響
す
る
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
同
時
に
社
会
人
と
し
て
、

親
と
し
て
、
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
に
良
い
影
響
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
で
す
。

�

（
取
材
：
港
の
ま
ち 

五
味
岡
龍
）

虎
谷

　多
恵
さ
ん

�

学
校
法
人
阪
急
学
園

　
　
　認
定
こ
ど
も
園

�

い
る
か
幼
稚
園
教
諭

成
長
の
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
喜
び

2024.7-8
第 35号

　「
た
の
し
み
や
　
に
し
の
み
や

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
４
月
６
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー

ツ
・
食
・
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
ス
ト
ア
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
西
宮
浜
観
光
社
も
「
桜
の
ス
マ

ホ
写
真
展
」
を
開
催
し
、
西
宮
浜

の
住
民
が
撮
影
し
た
美
し
い
桜
並

木
の
写
真
を
公
園
セ
ン
タ
ー
に
展

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
宮
浜
在

住
の
バ
リ
ス
タ
４
人
に
よ
る
コ
ー

ヒ
ー
チ
ー
ム
「origin

」
も
出
店
。

来
場
者
は
ひ
き
立
て
コ
ー
ヒ
ー
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で

き
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　「
第
２
回
う
た
ご
え
喫
茶
」
が
４

月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

12
月
の
第
１
回
が
好
評
で
、
開
演

10
分
前
に
は
す
で
に
た
く
さ
ん
の

人
で
、
40
人
の
参
加
者
の
半
数
は

前
回
に
続
い
て
の
参
加
で
し
た
。

　
指
導
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
く
す
く

あ
い
ね
の
青
木
好
美
代
表
。
ピ
ア

ノ
演
奏
と
と
も
に
す
て
き
な
歌
声

で
私
た
ち
を
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
の
懐
か
し
い
曲
に
合
わ
せ

て
手
拍
子
し
た
り
、
小
物
を
使
っ

て
遊
び
な
が
ら
の
１
時
間
半
。
部

屋
中
に
明
る
い
歌
声
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。「
高
い
声
の
素

晴
ら
し
さ
に
加
え
、
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
で
ジ
ョ
ー
ク
交
じ
り
の
解

説
も
あ
り
、
音
楽
の
世
界
の
幅
広

さ
に
感
銘
を
受
け
た
」
と
参
加
者

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　
満
開
の
サ
ク
ラ
を
求
め
て
、
４

月
７
日
は
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
飲
食
ブ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
な
ど
、
来
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
杜
の
ま
ち
と
桜
の
ま
ち
の
南
側

の
道
は
「
ア
ー
ト
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
名
称
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、

北
側
歩
道
は
一
般
的
な
歩
道
の
2

倍
の
幅
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
西

宮
浜
の
住
民
同
士
の
交
流
と
、
西

宮
浜
の
住
民
と
浜
以
外
に
住
む

人
々
と
の
交
流
を
願
い
、ア
ー
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
す
る

場
所
と
し
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
住
民
が
知

る
こ
と
も
な
く
、
街
開
き
以
来
26

年
の
時
を
経
て
、初
め
て
ア
ー
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

西
宮
市
１
０
０
周
年
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、

西
宮
市
１
０
０
周
年
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、

��

西
宮
浜
総
合
公
園
で
開
催

西
宮
浜
総
合
公
園
で
開
催

ア
ー
ト
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ア
ー
ト
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

��

第
８
回
西
宮
浜
さ
く
ら
祭

第
８
回
西
宮
浜
さ
く
ら
祭

は
ま
は
まC

a
fé

C
a
fé

マ
リ
ナ
ふ
ら
っ
と

マ
リ
ナ
ふ
ら
っ
と

��

公
民
館
で
う
た
ご
え
喫
茶
を
開
催

公
民
館
で
う
た
ご
え
喫
茶
を
開
催

アートフリーマーケットを楽し
む皆さん

歌声高らかに

アイスコーヒーください

　初めまして。教育委員会から着任した杉田二郎と申し
ます。15 年前に西宮浜小学校に 1 年間勤務させていた
だきました。このたびの着任にご縁を感じています。懐
かしい校舎、桜並木、広がる海を改めて見ながら 2 週
間がたちました。
　本校の特色である、1 年生から 9 年生の子どもたちの
成長を見守る責任の重さと、うれしさを感じています。
職員の異動もあり、新たな体制で令和 6 年度をスター
トさせました。
　子どもたちを中心にして、保護者や地域、学校職員が
連携して子どもの育ちを促すことができるような学校で
ありたいと考えています。
　本校の校訓「自主」「協働」「創造」は、校歌にも歌わ
れています。それぞれの発達段階に応じてその実現を図
っていきます。ご理解、ご協力をお願いします。

　この度、教頭として異動してきました酒向祐介です。
西宮浜義務教育学校へ来て、最初に好きになったのは校
歌です。先日、３年生が音楽の授業を終えて自分の教室
に帰る道すがら、鼻歌交じりに校歌を歌っていました。「未
来を拓

ひら
く～西宮浜～」。ついつい私も一緒に歌いました。

歌詞の中には「～合う」と「培う」というフレーズが３
回ずつ出てきます。学び合い、認め合い、磨き合うことで、
未来を切り拓く力を培ってほしいとの願いが込められて
います。「培う」という言葉には「時間をかけて育てる」
という意味があるそうです。
　義務教育学校でしか過ごすことのできない９年間は

「笑いあり」「涙あり」のかけがえない時間になると思い
ます。そんな時間を通じて、子どもたちにはじっくりと
未来を切り拓く力をつけていってほしいです。そのため
に精いっぱいがんばっていきます。

職歴―――――――――――――

・西宮浜小学校　　教員	 １年

・教育委員会　　　事務局	 ７年

・東山台小学校　　校長	 ３年

・小松小学校　　　校長	 ２年

・教育委員会学校教育部長	 ２年

職歴―――――――――――――

・平木中学校　　教員	 ２年

・今津中学校　　教員	 ６年

・甲武中学校　　教員	 ８年

・学文中学校　　教員	 ６年

・教育委員会事務局	 ２年

　今年度、新たに杉田二郎校長と酒向祐介教頭が赴任しました。前年度までお世話になった清水孝茂校長
は退職、仁木雄次郎教頭は転任。義務教育学校の教頭は３人体制なので、吉永真由美教頭と豊田三奈教頭
は引き続き在任です。新しい管理職の先生のメッセージを紹介します。

西宮浜義務教育学校　校長・教頭赴任のお知らせ

ラジオ体操の
お知らせ

　今年は7月 21日～27日の朝6時半から、義務教育学校東校舎運動場で
行う予定です（※あらためて、各まちの掲示板にてお知らせします）。
　昨年は、延べ約430人が参加しました。西宮浜在住であれば誰でも参加で
きます。生活リズムを整え、暑さに負けない体づくりのために、皆さんそろっ
てラジオ体操に参加してください！� 西宮浜地区青少年愛護協議会

さぁ夏休みさぁ夏休み♬♬　ラジオ体操で元気にスタートしよう！　ラジオ体操で元気にスタートしよう！

杉田二郎校長 酒向祐介教頭

⑴ ⑷


